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巻末の特記事項を必ずお読みください。 

7月21日(金曜日） 

ドル/円・豪ドル/円 

ユーロ/円・ポンド/円 

20日（木）の為替相場 

円安とドル安の綱引きが続く 

① 
豪6月雇用統計は、失業率が5.6％、就業者数は1.40万人増と概ね予想（5.6％、1.50万人増）と一致。就

業者数の内訳で正規雇用が6.20万人の大幅増となった事から、豪ドル買いが優勢となった。ただ、豪ド

ル/米ドルが0.80ドルちょうどの大台乗せに失敗した影響から、その後上げ幅を縮小した 

② 
日銀は金融政策の現状維持を決定。声明で17年度と18年度の国内総生産（ＧＤＰ）見通しを上方修正し

た一方、物価が目標の2％程度に達する時期は「2019年度頃になる可能性が高い」と1年先送りした。 

③ 

欧州中銀（ＥＣＢ）理事会で政策金利の据え置きが決定された。その後ドラギ総裁が「（資産買い入れプ

ログラムの変更の）議論は秋に行う」「景気の一層の上振れに向けて勢いは増している」「ＥＣＢはインフ

レ率が次第に目標に到達することに自信」などと発言。最近のユーロ高に懸念を示さなかった事もあっ

て、ユーロ買いが強まった。 

④ 

「（ロシアゲートを捜査している）モラー特別検察官がトランプ米大統領のビジネスに捜査範囲を拡大した

ようだ」との一部報道を受けてドル売りが強まると、ドル/円は一時111.40円台まで下落した。一方、この

報道を受けてユーロ/ドル相場でドル売り・ユーロ買いが優勢となると、ユーロ/円は130.20円台まで一段

高となった。 

⑤ 
米10年インフレ連動債入札の不調を受け、一時2.23％台まで低下した米10年債利回りが2.27％付近ま

で上昇。ドル/円は112円ちょうど前後まで持ち直した。 

豪ドル/円 

ユーロ/円 

ドル/円 

期間 ：20日（木）午前6時10分～21日（金）午前5時55分 ※チャートは30分足（日本時間表示）  出所：外為どっとコム 

ポンド/円 

② ① 

③ 

④ 

⑤ 

④ 



本日の注目イベント ※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示   日本時間での表示 

※発表時刻は予告なく変更される場合があります。また、予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、

内容の正確性を保証するものではございませんので事前にご留意くださいますようお願いいたします。 
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本日の見通し 

外為どっとコム総研 外為トゥデイ 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資

方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測等は、今後

予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社外為どっ

とコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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日経平均 豪ASX 上海総合 英FT 独DAX 

20144.59 

（△123.73） 

5761.453 

（△29.327） 

3244.865 

（△13.889） 

7487.87 

（△56.96） 

12447.25 

（▼4.80） 

米2年債 米10年債 NY原油 NY金 

1.3521％ 

（▼0.0039） 

2.2589％ 

（▼0.0107） 

46.79 

（▼0.33） 

1252.10 

（△3.30） 

20日（木）の株・債券・商品市場 

NYダウ 日10年債 豪10年債 英10年債 独10年債 

21611.78 

（▼28.97） 

0.0780 

（△0.0030） 

2.737％ 

（△0.014％） 

1.205％ 

（△0.013） 

0.530％ 

（▼0.012） 

 外為注文情報(ドル/円) 

予想レンジ 
ドル/円 ユーロ/円 豪ドル/円 ポンド/円 

111.300-112.500 129.000-130.800 88.400-89.400 144.100-146.000 

  【ドル/円】 

 昨日のドル/円は、112円ちょうどを挟んだ値動きとなり、ほぼ横ばいの111.80円台で終了。日銀の緩和維持

姿勢が円安を誘発する場面もあったが、ドル安圧力も強かった。米連邦準備制度理事会（FRB)の追加利上げ

に対する期待やトランプ米政権の経済政策に対する期待が後退しているだけに、ドルの上値の重さを払拭す

るのは容易ではないだろう。ドル/円は、本日も112円台では上値の重い展開が見込まれる一方、主要国の株

価が崩れなければ111円台では底堅く推移しそうだ。 

  執筆者：神田 

日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表 市場予想 

7/21(金) 11:40  (豪) デベルRBA副総裁、講演 ―― ―― 

 17:30   (英) 6月財政収支  -60億GBP  ―― 


